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陸上 ガス 井にお け るメタ ン 生成古細菌の 分子 生態学的解析
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【目的】天然ガ ス は その 起源 に よっ て 油 田ガス 、炭 田ガス 、無機 起源 メ タン 、 水溶性ガス

に分類 され る。 前 3 者は熱分解起源で あるが、水溶性ガス は生物起源の メタ ン で ある こ と

が地球科学的な研究か ら示 唆 されてい る。水溶性 ガス は メタン の 純度が高 く、
一

酸化炭素

や硫黄分 を含ま ない ク リ
ー

ン なエ ネル ギー
で ある 。 日本で は主 に千葉県 と新潟県で 生産 さ

れ、都市ガス として利用 され て い る 。 しか し、 どの よ うな微生物が どの ように メ タン を生

成 して い るか、また現在も生成 され続けて い るか とい うこ とにつ い て は明 らか に な っ て い

ない
。 本研究で は 、 ガス と共に採取 された鹹水に存在するメ タン 生成古細菌お よび共生微

生物の 探索と機能解明 を行い
、 メタン 生成メカ ニ ズム を解明す る こ とを 目的 としてい る 。

【方法】試料は 2003年 6 月に千葉県茂原市および甎潟県新潟市の天然ガ ス 生産井か ら採取

した 。 通常、 ガス は地表下約 500−2000m の 深度まで差し込 まれ たパ イプを通 り、 鹹水 と地

下砂泥 と共 に採取 され る。 こ の とき気液分離 され た鹹水 と地下砂泥の 混合物を用い て 16S

rDNA に よ る古細菌の 群集構造解析 とメ タ ン 生成古細菌の 培養を行っ た 。 群集構造解析は

古細菌に特異的なプ ライマ
ー

セ ッ ト （ArlOgF −UNI1492R ）を用い て PCR 増幅させ た後ク ロ

ー ニ ン グを行い 、5
’

側か らの 前半約 500bp を解析 した 。 培養 は メタン 生成古細菌が直接

利用で きる H2−CO2 、
　 acetate、

　 methanol の 他に 、 細菌との 共生 で 利用 され る間接基質で ある

ethanol 、　butyrateを用い て行 っ た 。 基質はそれぞれ 20　mM 添加 し継代培養 を行 っ た。

【結果 と考察】採取深度が 異なる 4 サ ンプル の古細菌群集構造解析の結果、水温が 中温程

度で あっ た 3 つ の サンプル か らは、既存の Methanosaetaに 93％ の 相同 陸を示す ク ロ
ーン が

確認 され た。 また 、 すべ て の サ ン プル にク ロ
ー

ン ク ラス ターWSA2 に近縁 の ク ロ
ー

ン お よ

び Methanobacten
’
um 　aarhusense に 98％近縁の ク ロ

ー
ン が確認 され た 。 地域が同 じで もガス

井によ っ て メ タン 生成古細菌の 多様性お よび種類は異なっ て い た
。

これ らの サ ン プル を用

い て継代培養を行い
、 集積 された古細菌につ い て 16S　rDNA に よるク ロ

ー ン解析を行っ た

結果、Methanosαeta に 93％の相同性を示す メタン 生成古細菌や WSA2 に近縁の 古細菌が集

積され て い る こ とが確認 された 。 これ らは系統的に新規性が高 く、 ガス 田地下環境 に普遍

的に存在す る可能性が高い こ とか ら、 今後そ の 諸性質の 解明を行 っ てい く予 定で ある 。
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